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域の代表者などが，表 １ のように ７ 回の会合を実施した。
回 日時 場所 出席者 内容 
１ 2014.9.8 社会福祉協議会本所 社協地域福祉推進課長，地区担当
者，社協カレッジ担当者，大学教
員，スタッフ     計 5 人 
事業の趣旨説明，対象
地区の検討 
２ 2014.10.1 社会福祉協議会本所 社協地域福祉推進課長，地区担当
者，ネットワーク会長･副会長 2
人，大学教員 2 人，スタッフ 2




３ 2014.11.19 A 地域内幼児園 ネットワーク会長･副会長，幼児
園保育者，スタッフ 2 人 






幼児園保育者 1 人，スタッフ 2




５ 2014.12.18 A 地域総合センター ネットワーク会長，婦人会代表，
地域代表 2 人，スタッフ 2 人  




６ 2015.1.24 A 地域総合センター ネットワーク会長・副会長・理事，
婦人会会長，幼児園保育者，スタ
ッフ 2 人       計 7 人 
交流活動の最終打ち合
わせ 
７ 2015.1.30 A 地域総合センター ネットワーク会長・副会長・理事，
婦人会会長，幼児園保育者，スタ












回 日時 場所 出席者 内容 
１ 2014.10.31 A 地域内公民館 幼児園保育者および保護者計 9
人，大学教員，スタッフ  












教員 10 人，県民局，スタッフ 2




















役割 所属 役割 所属 
司会 幼児園保育者 巻き寿司の作り方説明 婦人会 
挨拶 シニア お面作り・寿司づくり 親子・シニア 
節分の謂れ シニア 会食の準備・挨拶 子ども・学生 
巻き寿司の下準備 婦人会 紙芝居 学生 








































（A:親世代 B：シニア世代 C:婦人会 D:学生）N＝38 人 
理由 A B C D 計（人） 
触れ合いができた ３ １ ２ ２ 6 
学びを得た ２ ０ ２ ２ 6 
交流の意義を実感した ６ ２ ５ ４ 17 
気分が変化した ０ ３ ０   ０ 3 







































































































































































域連携について−保育者養成 ･ 子育て支援 ･ 地域社会
−．こども教育宝仙大学紀要 ３ ，117-121，2012
６ ）森田ゆり：エンパワメントと人権．岩波書店，14，
2004．

